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レイリー・テイラー不安定性のブラソフシミュレーション
Vlasov simulation of the Rayleigh-Taylor instability
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レイリー・テイラー (RT)不安定性は密度の異なる二つの流体の界面で起こる流体的不安定であり、密度勾配とそこに
働く力の方向が互いに逆向きのとき擾乱が発達する。理想MHD シミュレーションによる先行研究では、RT不安定性は
水平方向対称に発達することが確認されている。しかしながら、ホール効果やイオンジャイロ運動効果をはじめとする
非 MHD 効果により、RT不安定性が非対称に発達することも報告されている。本研究では、RT不安定性二次元ブラソ
フシミュレーションを行い、イオン慣性長やイオンジャイロ半径に対する密度勾配層の幅を変えることにより、非MHD
効果が RT不安定性の発達に与える影響について議論を行う。
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